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保育所保育指針  

平成20年3月28日  金曜日  

（
同
一
四
一
）
 
 

○
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実
 
 
 

施
に
関
す
る
基
準
第
十
七
条
の
規
定
に
基
 
 
 

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
特
定
健
康
 
 
 

診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実
施
に
係
る
 
 
 

施
設
、
運
営
、
記
録
の
保
存
等
に
関
す
る
 
 
 

基
準
を
定
め
る
件
（
同
一
四
二
）
 
 

○
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
生
物
由
来
製
 
 
 

品
及
び
特
定
生
物
由
来
製
品
の
一
部
を
改
 
 
 

正
す
る
件
（
同
一
四
三
）
 
 

○
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
二
条
第
二
 
 
 

項
第
一
号
イ
②
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
 
 
 

働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
の
一
部
を
改
正
 
 
 

す
る
件
（
同
一
四
四
）
 
 

○
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
 
 
 

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
 
 
 

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
 
 
 

の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
原
子
 
 
 

力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
施
 
 
 

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
 
 
 

伴
う
経
済
産
業
省
関
係
告
示
の
整
備
に
関
 
 
 

す
る
告
示
（
経
済
産
業
五
五
）
 
 

○
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
 
 
 

の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
に
基
づ
き
 
 
 

原
子
炉
又
は
製
錬
施
設
等
を
定
め
る
告
示
 
 
 

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
（
同
五
六
）
 
 

○
循
環
型
社
会
形
成
推
進
某
本
計
画
を
変
更
 
 

し
た
件
（
環
境
三
三
）
 
 

○
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
計
画
を
定
め
た
件
 
 
 

（
同
三
四
）
 
 

○
保
育
所
保
育
指
針
を
定
め
る
件
 
 

○
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
の
一
 
 
 

部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
三
八
）
 
 

○
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
程
を
定
め
 
 
 

る
件
（
同
一
三
九
）
 
 

○
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
 
 
 

す
る
省
令
附
則
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別
 
 
 

に
定
め
る
日
を
定
め
る
件
（
同
一
四
〇
）
 
 

七
九
 
 

〔
公
 
 
告
〕
 
 

諸
事
項
 
 

裁
判
所
 
 
 

破
産
、
再
生
関
係
 
 

≡
○
 
 

さ舞   
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○
厚
生
労
働
省
告
示
第
首
昌
十
〓
号
 
 
 

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
 
 

第
六
十
三
号
）
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
育
所
 
 

保
育
指
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
 
 

日
か
ら
適
用
す
る
。
 
 
 

平
成
二
十
年
三
月
l
一
十
八
日
 
 

厚
生
労
働
大
臣
 
舛
添
 
要
一
 
 

保
育
所
保
育
指
針
 
 

目
次
 
 
 

第
一
章
 
総
則
 
 
 

第
二
章
 
子
ど
も
の
発
達
 
 

第
三
章
 
保
育
の
内
容
 
 

第
四
章
 
保
育
の
計
画
及
び
評
価
 
 

第
五
章
 
健
康
及
び
安
全
 
 

第
六
章
 
保
護
者
に
対
す
る
支
援
 
 

第
七
草
 
職
員
の
資
質
向
上
 
 
 

策
一
‡
 
総
則
 
 
 

趣
旨
 
 

H
 
こ
の
指
針
は
、
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
（
昭
和
 
 
 

二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
第
三
十
市
粂
の
 
 
 

規
定
に
基
づ
き
、
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
内
容
に
 
 
 

関
す
る
事
項
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
運
営
に
関
す
る
 
 
 

事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

出
 
各
保
育
所
は
、
こ
の
指
針
に
お
い
て
規
定
さ
れ
る
 
 
 

保
育
の
内
容
に
係
る
基
本
原
則
に
関
す
る
事
項
等
を
 
 
 

踏
ま
え
、
各
保
育
所
の
実
情
に
応
じ
て
創
意
工
夫
を
 
 
 

図
り
、
保
育
所
の
機
能
及
び
質
の
向
上
に
努
め
な
け
 
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

保
育
所
の
役
割
 
 

H
 
保
育
所
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
 
 
 

第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
 
 
 

保
育
に
欠
け
る
子
ど
も
の
保
育
を
行
い
、
そ
の
健
全
 
 
 

な
心
身
の
発
達
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
児
童
福
 
 
 

祉
施
設
で
あ
り
、
入
所
す
る
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
 
 
 

を
考
慮
し
、
そ
の
福
祉
を
横
板
的
に
増
進
す
る
こ
と
 
 
 

に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
生
活
の
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

ヽ
 
O
 
 

L
Y
 
 

出
 
保
育
所
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
保
 
 
 

育
に
関
す
る
専
門
性
を
有
す
る
職
員
が
、
家
庭
と
の
 
 
 

緊
密
な
連
携
の
下
に
、
子
ど
も
の
状
況
や
発
達
過
程
 
 

・
を
踏
ま
え
、
保
育
所
に
お
け
る
環
境
を
通
し
て
、
養
 
 
 

護
及
び
教
育
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
を
特
性
と
し
て
 
 
 

い
る
。
 
 

国
 
保
育
所
は
、
入
所
す
る
子
ど
も
を
保
育
す
る
と
と
 
 
 

も
に
、
家
庭
や
地
域
の
様
々
な
社
会
資
源
と
の
連
携
 
 
 

を
図
り
な
が
ら
、
入
所
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
 
 
 

す
る
支
援
及
び
地
域
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
 
 
 

等
を
行
う
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。
 
 

㈲
 
保
育
所
に
お
け
る
保
育
士
は
、
児
童
福
祉
法
第
十
 
 
 

八
条
の
四
の
規
定
を
踏
ま
え
、
保
育
所
の
役
割
及
び
 
 
 

機
能
が
適
切
に
発
挿
さ
れ
る
よ
う
に
、
倫
理
観
に
裏
 
 
 

付
け
ら
れ
た
専
門
的
知
識
、
技
術
及
び
判
断
を
も
っ
 
 
 

て
、
子
ど
も
を
保
育
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
保
 
 
 

護
者
に
対
す
る
保
育
に
関
す
る
指
導
を
行
う
も
の
で
 
 
 

あ
る
。
 
 
 

保
育
の
原
理
 
 

H
 
保
育
の
目
標
 
 
 

ア
 
保
育
所
は
、
子
ど
も
が
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形
 
 

成
に
と
っ
て
棲
め
て
重
要
な
時
期
に
、
そ
の
生
活
 
 
 

時
間
の
大
半
を
過
ご
す
場
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
 
 
 

保
育
所
の
保
育
は
、
子
ど
も
が
現
在
を
最
も
良
く
 
 
 

生
き
、
望
ま
し
い
未
来
を
つ
く
り
出
す
力
の
基
礎
 
 

を
培
う
た
め
に
、
次
の
目
標
を
目
指
し
て
行
わ
な
 
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

例
 
十
分
に
養
護
の
行
き
届
い
た
環
境
の
下
に
、
 
 

く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の
中
で
子
ど
も
の
様
々
な
 
 

欲
求
を
満
た
し
、
生
命
の
保
持
及
び
情
緒
の
安
 
 

定
を
図
る
こ
と
。
 
 

川
 
健
康
、
安
全
な
ど
生
活
に
必
要
な
基
本
的
な
 
 

習
憤
や
態
度
を
養
い
、
心
身
の
健
康
の
基
礎
を
 
 

培
う
こ
と
。
 
 

佃
 
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
人
に
対
す
る
愛
情
 
 

と
信
頼
感
、
そ
し
て
人
権
を
大
切
に
す
る
心
を
 
 

育
て
る
と
と
も
に
、
自
主
、
自
立
及
び
協
調
の
 
 

態
度
を
養
い
、
道
徳
性
の
芽
生
え
を
培
う
こ
と
。
 
 

回
 
生
命
、
自
然
及
び
社
会
の
事
象
に
つ
い
て
の
 
 

興
味
や
関
心
を
育
て
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
豊
か
 
 

な
心
情
や
思
考
力
の
芽
生
え
を
培
う
こ
と
。
 
 
 

帥
 
生
活
の
中
で
、
言
葉
へ
の
興
味
や
関
心
を
育
 
 

て
、
話
し
た
り
、
聞
い
た
り
、
相
手
の
話
を
理
 
 

解
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、
言
葉
の
豊
か
さ
を
養
 
 

う
こ
と
。
 
 

㈲
 
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
豊
か
な
感
性
や
表
 
 

現
力
を
育
み
、
創
造
性
の
芽
生
え
を
培
う
こ
と
。
 
 
 

イ
 
保
育
所
は
、
入
所
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
 
 

し
、
そ
の
意
向
を
受
け
止
め
、
子
ど
も
と
保
護
者
 
 

の
安
定
し
た
関
係
に
配
慮
し
、
保
育
所
の
特
性
や
 
 

保
育
士
等
の
専
門
性
を
生
か
し
て
、
そ
の
援
助
に
 
 
 

当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

出
 
保
育
の
方
法
 
 
 

保
育
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
保
育
士
等
は
、
 
 
 

次
の
事
項
に
留
意
し
て
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 
 

。
 
 
 

ア
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
状
況
や
家
庭
及
び
地
域
 
 
 

社
会
で
の
生
活
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
 
 

子
ど
も
が
安
心
感
と
信
頼
感
を
持
っ
て
活
動
で
き
 
 

る
よ
う
、
子
ど
も
の
主
体
と
し
て
の
思
い
や
願
い
 
 
 

を
受
け
止
め
る
こ
と
。
 
 
 

イ
 
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
、
健
康
、
 
 

安
全
で
情
緒
の
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
環
境
 
 

や
、
自
己
を
十
分
に
発
挿
で
き
る
環
境
を
整
え
る
 
 

こ
と
。
 
 
 

り
 
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
理
解
し
、
一
人
一
人
 
 

の
発
達
過
程
に
応
じ
て
保
育
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
 
 

子
ど
も
の
個
人
差
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

エ
 
子
ど
も
相
互
の
関
係
作
り
や
互
い
に
尊
重
す
る
 
 

心
を
大
切
に
し
、
集
団
に
お
け
る
活
動
を
効
果
あ
 
 

る
も
の
に
す
る
よ
う
援
助
す
る
こ
と
。
 
 
 

オ
 
子
ど
も
が
自
発
的
、
意
欲
的
に
関
わ
れ
る
よ
う
 
 
 

な
環
境
を
構
成
し
、
子
ど
も
の
主
体
的
な
活
動
や
 
 

子
ど
も
相
互
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
特
 
 

に
、
乳
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
休
験
が
得
ら
れ
る
 
 

よ
う
に
、
生
活
や
遊
び
を
通
し
て
総
合
的
に
保
育
 
 

す
る
こ
と
。
 
 
 

カ
一
人
一
人
の
保
護
者
の
状
況
や
そ
の
意
向
を
理
 
 

解
、
受
容
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
子
関
係
や
家
庭
生
 
 

活
等
に
配
慮
し
な
が
ら
、
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
、
 
 

適
切
に
援
助
す
る
こ
と
。
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国
 
保
育
の
環
境
 
 

保
育
の
環
境
に
は
、
保
育
士
等
や
子
ど
も
な
ど
の
 
 

人
的
環
境
、
施
設
や
遊
具
な
ど
の
物
的
環
境
、
更
に
 
 

は
自
然
や
社
会
の
事
象
な
ど
が
あ
る
。
保
育
所
は
、
 
 

こ
う
し
た
人
、
物
、
場
な
ど
の
環
境
か
相
互
に
関
連
 
 

し
合
い
、
子
ど
も
の
生
活
が
豊
か
な
も
の
と
な
る
よ
 
 

う
、
次
の
事
項
に
留
意
し
っ
つ
、
計
画
的
に
環
境
を
 
 

構
成
し
、
工
夫
し
て
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

ア
 
子
ど
も
自
ら
が
環
境
に
関
わ
り
、
自
発
的
に
活
 
 

動
し
、
様
々
な
経
験
を
積
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
 
 

る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 

イ
 
子
ど
も
の
活
動
が
豊
か
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
 
 

保
育
所
の
設
備
や
環
境
を
整
え
、
保
育
所
の
保
健
 
 

的
環
境
や
安
全
の
確
保
な
ど
に
努
め
る
こ
と
。
 
 

り
 
保
育
室
は
、
温
か
な
親
し
み
と
く
つ
ろ
ぎ
の
場
 
 

と
な
る
と
と
も
に
、
生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
場
 
 

と
な
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 

エ
 
子
ど
も
が
人
と
関
わ
る
力
を
育
て
て
い
く
た
 
 

め
、
子
ど
も
自
ら
が
周
囲
の
子
ど
も
や
大
人
と
関
 
 

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
 
 

と
。
 
 

4
 
保
育
所
の
社
会
的
責
任
 
 
 

H
 
保
育
所
は
、
子
ど
も
の
人
権
に
十
分
配
慮
す
る
と
 
 

と
も
に
、
子
ど
も
一
人
一
人
の
人
格
を
尊
重
し
て
保
 
 

育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

出
 
保
育
所
は
、
地
域
社
会
と
の
交
流
や
連
携
を
図
り
、
 
 

保
護
者
や
地
域
社
会
に
、
当
該
保
育
所
が
行
う
保
育
 
 

の
内
容
を
適
切
に
説
明
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
。
 
 
 

国
 
保
育
所
は
、
入
所
す
る
子
ど
も
等
の
個
人
情
報
を
 
 

適
切
に
取
り
扱
う
と
と
も
に
、
保
護
者
の
苦
情
な
ど
 
 

に
対
し
、
そ
の
解
決
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
。
 
 

第
二
‡
 
子
ど
も
の
発
連
 
 
 

子
ど
も
は
、
様
々
な
環
境
と
の
相
互
作
用
に
よ
り
発
達
 
 

し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
子
ど
も
の
発
達
は
、
子
ど
も
が
 
 

そ
れ
ま
で
の
体
験
を
基
に
し
て
、
環
境
に
働
き
か
け
、
環
 
 

境
と
の
相
互
作
用
を
通
し
て
、
豊
か
な
心
情
、
意
欲
及
び
 
 

態
度
を
身
に
付
け
、
新
た
な
能
力
を
獲
得
し
て
い
く
過
程
 
 

で
あ
る
。
特
に
大
切
な
の
は
、
人
と
の
関
わ
り
で
あ
り
、
 
 

愛
情
豊
か
で
思
慮
深
い
大
人
に
よ
る
保
護
や
世
詔
な
ど
を
 
 

通
し
て
、
大
人
と
子
ど
も
の
相
互
の
関
わ
り
が
十
分
に
行
 
 

わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
関
係
を
起
点
と
し
て
、
 
 

次
第
に
他
の
子
ど
も
と
の
間
で
も
相
互
に
働
き
か
け
、
関
 
 

わ
り
を
深
め
、
人
へ
の
信
頼
感
と
自
己
の
主
体
性
を
形
成
 
 

し
て
い
く
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
保
育
士
等
は
、
次
に
示
す
 
 

子
ど
も
の
発
達
の
特
性
や
発
達
過
程
を
痩
解
し
、
発
達
及
 
 

び
生
活
の
連
続
性
に
配
慮
し
て
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

い
。
そ
の
際
、
保
育
士
等
は
、
子
ど
も
と
生
活
や
遊
び
を
 
 

共
に
す
る
中
で
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
心
身
の
状
態
を
 
 

把
握
し
な
が
ら
、
そ
の
発
達
の
援
助
を
行
う
こ
と
が
必
要
 
 

で
あ
る
。
 
 

1
 
乳
幼
児
期
の
発
達
の
特
性
 
 
 

H
 
子
ど
も
は
、
大
人
に
よ
っ
て
生
命
を
守
ら
れ
、
愛
 
 

き
れ
、
信
頼
き
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
情
緒
が
安
定
す
 
 

る
と
と
も
に
、
人
へ
の
信
頼
感
が
育
つ
。
そ
し
て
、
 
 

身
近
な
環
境
（
人
、
自
然
、
事
物
、
出
来
事
な
ど
）
 
 

に
興
味
や
関
心
を
持
ち
、
自
発
的
に
働
き
か
け
る
な
 
 

ど
、
次
第
に
自
我
が
芽
生
え
る
。
 
 
 

日
 
子
ど
も
は
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
主
体
的
 
 

に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
心
身
の
発
達
が
促
さ
れ
る
。
 
 
 

日
 
子
ど
も
は
、
大
人
と
の
信
頼
関
係
を
基
に
し
て
、
 
 

子
ど
も
同
士
の
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
の
相
 
 
 

互
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、
身
体
的
な
発
達
及
び
知
的
 
 
 

な
発
達
と
と
も
に
、
情
緒
的
、
社
会
的
及
び
道
徳
的
 
 
 

な
発
達
が
促
さ
れ
る
。
 
 
 

㈲
 
乳
幼
児
期
は
、
生
理
的
、
身
休
的
な
諸
条
件
や
生
 
 
 

育
環
境
の
違
い
に
よ
り
、
一
人
一
人
の
心
身
の
発
達
 
 

の
個
人
差
が
大
き
い
。
 
 
 

㈲
 
子
ど
も
は
、
遊
び
を
通
し
て
、
仲
間
と
の
関
係
を
 
 
 

育
み
、
そ
の
中
で
個
の
成
長
も
促
さ
れ
る
。
 
 
 

内
 
乳
幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た
る
生
き
る
力
の
基
礎
 
 
 

が
培
わ
れ
る
時
期
で
あ
り
、
特
に
身
体
感
覚
を
伴
う
 
 
 

多
様
な
経
験
が
積
み
重
な
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
 
 
 

感
性
と
と
も
に
好
奇
心
、
探
究
心
や
思
考
力
が
養
わ
 
 
 

れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
が
そ
の
後
の
生
活
や
学
び
の
 
 
 

基
礎
に
な
る
。
 
 

Z
 
発
達
過
程
 
 
 

子
ど
も
の
発
達
過
程
は
、
お
お
む
ね
次
に
示
す
八
つ
 
 
 

の
区
分
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
区
分
 

は
、
同
年
齢
の
子
ど
も
の
均
一
的
な
発
達
の
基
準
で
は
 
 
 

な
く
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
発
達
過
程
と
し
て
と
ら
 
 
 

え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
様
々
な
条
件
に
よ
り
、
 
 
 

子
ど
も
に
発
達
上
の
課
題
や
保
育
所
の
生
活
に
な
じ
み
 
 
 

に
く
い
な
ど
の
状
態
が
見
ら
れ
て
も
、
保
育
士
等
は
、
 
 
 

子
ど
も
自
身
の
力
を
十
分
に
認
め
、
一
人
一
人
の
発
達
 
 
 

過
程
や
心
身
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
援
助
及
び
環
境
 
 
 

構
成
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 

H
 
お
お
む
ね
六
か
月
未
満
 
 
 

誕
生
後
、
母
体
内
か
ら
外
界
へ
の
急
激
な
環
境
の
 
 
 

変
化
に
適
応
し
、
著
し
い
発
達
が
見
ら
れ
る
。
首
が
 
 
 

す
わ
り
、
手
足
の
動
き
が
活
発
に
な
り
、
そ
の
後
、
 
 
 

寝
返
り
、
腹
ば
い
な
ど
全
身
の
動
き
が
活
発
に
な
脊
 
 
 

視
覚
、
聴
覚
な
ど
の
感
覚
の
発
達
は
め
ざ
ま
し
く
、
 
 

な
ん
 
 
泣
く
、
笑
う
な
ど
の
表
情
の
変
化
や
体
の
動
き
、
哺
 
 
 

語
な
ど
で
自
分
の
欲
求
を
表
現
し
、
こ
れ
に
応
答
的
 
 

羊
＿
 
 
 

に
関
わ
る
特
定
の
大
人
と
の
間
に
情
緒
的
な
絆
が
形
 
 
 

成
さ
れ
る
。
 
 

出
 
お
お
む
ね
六
か
月
か
ら
一
歳
三
か
月
末
満
 
 

座
る
、
は
う
、
立
つ
、
つ
た
い
歩
き
と
い
っ
た
運
 
 
 

動
機
能
が
発
達
す
る
こ
と
、
及
び
脱
や
手
先
を
意
図
 
 
 

的
に
動
か
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
周
囲
の
 
 
 

人
や
物
に
興
味
を
示
し
、
探
索
活
動
が
活
発
に
な
る
。
 
 
 

特
定
の
大
人
と
の
応
答
的
な
関
わ
り
に
よ
り
、
情
緒
 
 

」
互
T
な
 
 
 

的
な
粋
が
深
ま
り
、
あ
や
し
て
も
ら
う
と
喜
ぶ
な
ど
 
 
 

や
り
取
り
が
盛
ん
に
な
る
一
方
で
、
人
見
知
り
を
す
 
 
 

る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
身
近
な
大
人
と
の
関
係
の
 
 
 

申
で
、
自
分
の
意
思
や
欲
求
を
身
振
り
な
ど
で
伝
え
 
 
 

よ
う
と
し
、
大
人
か
ら
自
分
に
向
け
ら
れ
た
気
持
ち
 
 
 

や
簡
単
な
言
葉
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
食
事
は
、
 
 
 

離
乳
食
か
ら
幼
児
食
へ
徐
々
に
移
行
す
る
。
 
 

伺
 
お
お
む
ね
一
歳
三
か
月
か
ら
二
歳
未
満
 
 

歩
き
始
め
、
手
を
使
い
、
言
葉
を
話
す
よ
う
に
な
 
 
 

る
こ
と
に
よ
り
、
身
近
な
人
や
身
の
回
り
の
物
に
自
 
 
 

発
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。
歩
く
、
押
す
、
つ
ま
む
、
 
 
 

め
く
る
な
ど
様
々
な
運
動
機
能
の
発
達
や
新
し
い
行
 
 
 

動
の
獲
得
に
よ
り
、
環
境
に
働
き
か
け
る
意
欲
を
一
 
 
 

層
高
め
る
。
そ
の
中
で
、
物
を
や
り
取
り
し
た
り
、
 
 

取
り
合
っ
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
郎
 
 
 

具
等
を
実
物
に
見
立
て
る
な
ど
の
象
徴
機
能
が
発
達
 
 
 

し
、
人
や
物
と
の
関
わ
り
が
強
ま
る
。
ま
た
、
大
人
 
 
 

の
言
う
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
意
思
 
 
 

を
親
し
い
大
人
に
伝
え
た
い
と
い
う
欲
求
が
高
ま
 
 
 

る
。
指
差
し
、
身
振
り
、
片
言
な
ど
を
盛
ん
に
使
う
 
 
 

よ
う
に
な
り
、
l
一
語
文
を
話
し
始
め
る
。
 
 

㈲
 
お
お
む
ね
二
歳
 
 
 

歩
く
、
走
る
、
跳
ぶ
な
ど
の
基
本
的
な
運
動
機
能
 
 
 

や
、
指
先
の
機
能
が
発
達
す
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
食
 
 
 

事
、
衣
類
の
着
脱
な
ど
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
 
 

せ
つ
 
 
 

し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、
排
泄
の
自
立
の
た
め
の
身
 
 

書
 
 
 

体
的
機
能
も
整
っ
て
く
る
。
発
声
が
明
瞭
に
な
り
、
 
 
 

語
彙
も
著
し
く
増
加
し
、
自
分
の
意
思
や
欲
求
を
言
 
 
 

菓
で
表
出
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
行
動
範
囲
が
広
が
 
 
 

り
探
索
活
動
が
盛
ん
に
な
る
中
、
自
我
の
育
ち
の
表
 
 
 

れ
と
し
て
、
強
く
自
己
主
張
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
 
 
 

盛
ん
に
模
倣
し
、
物
事
の
間
の
共
通
性
を
見
い
だ
す
 
 
 

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
象
徴
機
能
 
 
 

の
発
達
に
よ
り
、
大
人
と
一
緒
に
簡
単
な
ご
つ
こ
遊
 
 
 

び
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
。
 
 

㈲
 
お
お
む
ね
三
歳
 
 

基
本
的
な
運
動
機
能
が
伸
び
、
そ
れ
に
伴
い
、
食
 
 

t
っ
 
 
 

事
、
排
泄
、
衣
類
の
着
脱
な
ど
も
ほ
ぼ
自
立
で
き
る
 
 
 

よ
う
に
な
る
。
話
し
言
葉
の
基
礎
が
で
き
て
、
盛
ん
 
 
 

に
質
問
す
る
な
ど
知
的
興
味
や
関
心
が
高
ま
る
。
自
 
 
 

我
が
よ
り
は
っ
き
り
し
て
く
る
と
と
も
に
、
友
達
と
 
 
 

の
関
わ
り
が
多
く
な
る
が
、
実
際
に
は
、
同
じ
場
所
 
 
 

で
同
じ
よ
う
な
遊
び
を
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
ん
で
い
る
 
 
 

平
行
遊
び
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
大
人
の
行
動
や
日
 
 
 

常
生
活
に
お
い
て
経
験
し
た
こ
と
を
ど
っ
こ
遊
び
に
 
 
 

取
り
入
れ
た
り
、
象
徴
機
能
や
観
察
力
を
発
挿
し
て
、
 
 
 

遊
び
の
内
容
に
発
展
性
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

予
想
や
意
図
、
期
待
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
 
 
 

な
る
。
 
 

㈹
 
お
お
む
ね
四
歳
 
 
 

全
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
能
力
が
発
達
し
、
体
の
 
 
 

動
き
が
巧
み
に
な
る
。
自
然
な
ど
身
近
な
環
境
に
積
 
 
 

極
的
に
関
わ
り
、
様
々
な
物
の
特
性
を
知
り
、
そ
れ
 
 
 

ら
と
の
関
わ
り
方
や
遊
び
方
を
体
得
し
て
い
く
。
想
 
 
 

像
力
が
豊
か
に
な
り
、
目
的
を
持
っ
て
行
動
し
、
つ
 
 
 

く
っ
た
り
、
か
い
た
り
、
試
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
 
 
 

る
が
、
自
分
の
行
動
や
そ
の
結
果
を
予
測
し
て
不
安
 
 

か
つ
と
う
 
 
 

に
な
る
な
ど
の
葛
藤
も
経
験
す
る
。
仲
間
と
の
つ
な
 
 
 

が
り
が
強
く
な
る
中
で
、
け
ん
か
も
増
え
て
く
る
。
 
 
 

そ
の
一
方
で
、
決
ま
り
の
大
切
さ
に
気
付
き
、
守
ろ
 
 
 

う
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
感
情
が
豊
か
に
な
り
、
身
 
 
 

近
な
人
の
気
持
ち
を
察
し
、
少
し
ず
つ
自
分
の
気
持
 
 
 

ち
を
抑
え
ら
れ
た
り
、
我
慢
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
 
 
 

て
く
る
。
 
 

㈲
 
お
お
む
ね
五
歳
 
 
 

基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
付
き
、
運
動
機
能
は
 
 
 

ま
す
ま
す
伸
び
、
喜
ん
で
運
動
遊
び
を
し
た
り
、
仲
 
 
 

間
と
と
も
に
活
発
に
遊
ぶ
。
言
葉
に
よ
り
共
通
の
イ
 
 
 

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
遊
ん
だ
り
、
目
的
に
向
か
っ
て
集
 
 
 

団
で
行
動
す
る
こ
と
が
増
え
る
。
さ
ら
に
、
遊
び
を
 
 
 

発
展
さ
せ
、
楽
し
む
た
め
に
、
自
分
た
ち
で
決
ま
り
 
 
 

を
作
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
自
分
な
り
に
考
え
て
判
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断
し
た
り
、
批
判
す
る
力
が
生
ま
れ
、
け
ん
か
を
自
 
 

分
た
ち
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、
お
互
い
に
相
 
 

手
を
許
し
た
り
、
異
な
る
思
い
や
考
え
を
認
め
た
り
 
 

と
い
っ
た
社
会
生
活
に
必
要
な
基
本
的
な
力
を
身
に
 
 

う
れ
 
 
 

付
け
て
い
く
。
他
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
嬉
し
く
感
 
 

じ
た
り
し
て
、
仲
間
の
中
の
一
人
と
し
て
の
自
覚
が
 
 

生
ま
れ
る
。
 
 
 

㈹
 
お
お
む
ね
六
歳
 
 

全
身
運
動
が
滑
ら
か
で
巧
み
に
な
り
、
快
活
に
跳
 
 
 

び
回
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
体
験
か
ら
、
自
 
 

信
や
、
予
想
や
見
通
し
を
立
て
る
力
が
育
ち
、
心
身
 
 

お
う
 
 

と
も
に
力
が
あ
ふ
れ
、
意
欲
が
旺
盛
に
な
る
。
仲
間
 
 

の
意
思
を
大
切
に
し
よ
う
と
し
、
役
割
の
分
担
が
生
 
 
 

ま
れ
る
よ
う
な
協
同
遊
び
や
ご
つ
こ
遊
び
を
行
い
、
 
 
 

満
足
す
る
ま
で
取
り
組
も
う
と
す
る
。
様
々
な
知
識
 
 
 

や
経
験
を
生
か
し
、
創
意
工
夫
を
重
ね
、
遊
び
を
発
 
 
 

展
さ
せ
る
。
思
考
力
や
認
識
力
も
高
ま
り
、
自
然
事
 
 
 

象
や
社
会
事
象
、
文
字
な
ど
へ
の
興
味
や
関
心
も
深
 
 
 

ま
っ
て
い
く
。
身
近
な
大
人
に
甘
え
、
気
持
ち
を
休
 
 

め
る
こ
と
も
あ
る
が
、
様
々
な
経
験
を
通
し
て
自
立
 
 

心
が
一
層
高
ま
っ
て
い
く
。
 
 

第
三
‡
 
保
育
の
内
容
 
 
 

保
育
の
内
容
は
、
「
ね
ら
い
」
及
び
「
内
容
」
で
構
成
さ
 
 

れ
る
。
「
ね
ら
い
」
は
、
第
一
章
（
総
則
）
 
に
示
き
れ
た
保
 
 

育
の
目
標
を
よ
り
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
が
 
 

保
育
所
に
お
い
て
、
安
定
し
た
生
活
を
送
り
、
充
実
し
た
 
 

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
保
育
士
等
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
事
項
及
び
子
ど
も
が
身
に
付
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
 
 

る
心
情
、
意
欲
、
態
度
な
ど
の
事
項
を
示
し
た
も
の
で
あ
 
 

る
。
ま
た
、
「
内
容
」
は
、
「
ね
ら
い
」
を
達
成
す
る
た
め
に
、
 
 

子
ど
も
の
生
活
や
そ
の
状
況
に
応
じ
て
保
育
士
等
が
適
切
 
 

に
行
う
事
項
と
、
保
育
士
等
が
援
助
し
て
子
ど
も
が
環
境
 
 

に
関
わ
っ
て
経
験
す
る
事
項
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

保
育
士
等
が
、
「
ね
ら
い
」
及
び
「
内
容
」
を
具
体
的
に
 
 

把
接
す
る
た
め
の
視
点
と
し
て
、
「
養
護
に
関
わ
る
ね
ら
い
 
 

及
び
内
容
」
と
「
教
育
に
関
わ
る
ね
ら
い
及
び
内
容
」
と
 
 

の
両
面
か
ら
示
し
て
い
る
が
、
実
際
の
保
育
に
お
い
て
は
、
 
 

養
護
と
教
育
が
一
体
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
 
 

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
に
い
う
「
養
護
」
と
は
、
子
ど
も
の
生
命
の
保
持
 
 

及
び
情
緒
の
安
定
を
図
る
た
め
に
保
育
士
等
が
行
う
援
助
 
 

や
関
わ
り
で
あ
る
。
ま
た
、
「
教
育
」
と
は
、
子
ど
も
が
健
 
 

や
か
に
成
長
し
、
そ
の
活
動
が
よ
り
豊
か
に
展
開
さ
れ
る
 
 

た
め
の
発
達
の
援
助
で
あ
り
、
「
健
康
」
、
「
人
間
関
係
」
、
「
環
 
 

遊
び
を
通
し
て
相
互
に
関
連
を
持
ち
な
が
ら
、
 
 

境
」
、
「
富
美
」
 
及
び
 
「
表
現
」
 
の
五
領
域
か
ら
構
成
き
れ
 
 

る
。
こ
の
五
領
域
並
び
に
「
生
命
の
保
持
」
及
び
「
情
緒
 
 

の
安
定
」
に
関
わ
る
保
育
の
内
容
は
、
子
ど
も
の
生
活
や
 
 
 

展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

1
 
保
育
の
ね
ら
い
及
び
内
容
 
 
 

H
 
養
護
に
関
わ
る
ね
ら
い
及
び
内
容
 
 
 

ア
 
生
命
の
保
持
 
 

研
 
ね
ら
い
 
 

①
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
、
快
適
に
生
活
で
 
 

き
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

②
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
、
健
康
で
安
全
に
 
 

過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

③
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
生
理
的
欲
求
が
、
 
 

十
分
に
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

⑥
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
健
康
増
進
が
、
積
 
 

極
的
に
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

川
 
内
容
 
 

①
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
平
常
の
健
康
状
態
 
 

や
発
育
及
び
発
達
状
態
を
的
確
に
把
握
し
、
 
 

異
常
を
感
じ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
適
切
に
 
 

対
応
す
る
。
 
 

②
 
家
庭
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
嘱
託
医
等
と
 
 

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
の
疾
病
や
 
 

事
故
防
止
に
関
す
る
認
識
を
深
め
、
保
健
的
 
 

で
安
全
な
保
育
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
努
 
 

め
る
。
 
 

③
 
清
潔
で
安
全
な
環
境
を
整
え
、
適
切
な
援
 
 

助
や
応
答
的
な
関
わ
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
 
 

の
生
理
的
欲
求
を
満
た
し
て
い
く
。
ま
た
、
 
 

家
庭
と
協
力
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
発
達
過
 
 

程
等
に
応
じ
た
適
切
な
生
活
リ
ズ
ム
が
作
ら
 
 

れ
て
い
く
よ
う
に
す
る
。
 
 

④
 
子
ど
も
の
発
達
過
程
等
に
応
じ
て
、
適
度
 
 

な
運
動
と
休
息
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
 
 

せ
つ
 
 

に
す
る
。
ま
た
、
食
事
、
排
泄
、
睡
眠
、
衣
 
 

類
の
着
脱
、
身
の
回
り
を
清
潔
に
す
る
こ
と
 
 

な
ど
に
つ
い
て
、
子
ど
も
が
意
欲
的
に
生
活
 
 

で
き
る
よ
う
適
切
に
援
助
す
る
。
 
 

イ
 
情
緒
の
安
定
 
 

研
 
ね
ら
い
 
 

①
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
、
安
定
感
を
持
っ
 
 

て
過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

②
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
、
自
分
の
気
持
ち
 
 

を
安
心
し
て
表
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
 
 

る
。
 
 

総
合
的
に
 
 

③
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
、
周
囲
か
ら
主
体
 
 

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、
主
体
と
し
て
育
ち
、
 
 

自
分
を
肯
定
す
る
気
持
ち
が
育
ま
れ
て
い
く
 
 

よ
う
に
す
る
。
 
 

④
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
心
身
の
疲
れ
が
癒
 
 

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

川
 
内
容
 
 

①
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
置
か
れ
て
い
る
状
 
 

態
や
発
達
過
程
な
ど
を
的
確
に
把
握
し
、
子
 
 

ど
も
の
欲
求
を
適
切
に
満
た
し
な
が
ら
、
応
 
 

答
的
な
触
れ
合
い
や
言
葉
が
け
を
行
う
。
 
 

②
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
気
持
ち
を
受
容
 
 

し
、
共
感
し
な
が
ら
、
子
ど
も
と
の
継
続
的
 
 

な
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
。
 
 

③
 
保
育
士
等
と
の
信
頼
関
係
を
基
盤
に
、
一
 
 

人
一
人
の
子
ど
も
が
主
体
的
に
活
動
し
、
自
 
 

発
性
や
探
索
意
欲
な
ど
を
高
め
る
と
と
も
 
 

に
、
自
分
へ
の
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
 
 

よ
う
成
長
の
過
程
を
見
守
り
、
適
切
に
働
き
 
 

か
け
る
。
 
 

④
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
、
発
 
 

達
過
程
、
保
育
時
間
な
ど
に
応
じ
て
、
活
動
 
 

内
容
の
バ
ラ
ン
ス
や
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
 
 

適
切
な
食
事
や
休
息
が
取
れ
る
よ
う
に
す
 
 

る
。
 
 

出
 
教
育
に
関
わ
る
ね
ら
い
及
び
内
容
 
 
 

ア
 
健
康
 
 

健
康
な
心
と
体
を
育
て
、
自
ら
健
康
で
安
全
な
 
 
 

生
活
を
つ
く
り
出
す
力
を
養
う
。
 
 

研
 
ね
ら
い
 
 

①
 
明
る
く
伸
び
伸
び
と
行
動
し
、
充
実
感
を
 
 

味
わ
う
。
 
 

②
 
自
分
の
体
を
十
分
に
動
か
し
、
進
ん
で
運
 
 

動
し
よ
う
と
す
る
。
 
 

③
 
健
康
、
安
全
な
生
活
に
必
要
な
習
慣
や
態
 
 

度
を
身
に
付
け
る
。
 
 

川
 
内
容
 
 

①
 
保
育
士
等
や
友
達
と
触
れ
合
い
、
安
定
感
 
 

を
持
っ
て
生
活
す
る
。
 
 

②
 
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
の
中
で
十
分
に
体
を
動
 
 

か
す
。
 
 

③
 
進
ん
で
戸
外
で
遊
ぶ
。
 
 

④
 
様
々
な
活
動
に
親
し
み
、
楽
し
ん
で
取
り
 
 

組
む
。
 
 
 

⑤
 
健
康
な
生
活
の
リ
ズ
ム
を
身
に
付
け
、
楽
 
 

し
ん
で
食
事
を
す
る
。
 
 
 

⑥
 
身
の
回
り
を
清
潔
に
し
、
衣
類
の
着
脱
、
 
 

せ
つ
 
 

食
事
、
排
泄
な
ど
生
活
に
必
要
な
活
動
を
自
 
 

分
で
す
る
。
 
 
 

⑦
 
保
育
所
に
お
け
る
生
活
の
仕
方
を
知
り
、
 
 

自
分
た
ち
で
生
活
の
場
を
整
え
な
が
ら
見
通
 
 

し
を
持
っ
て
行
動
す
る
。
 
 
 

⑧
 
自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
病
気
の
予
 
 

防
な
ど
に
必
要
な
活
動
を
進
ん
で
行
う
。
 
 

⑨
 
危
険
な
場
所
や
災
害
時
な
ど
の
行
動
の
仕
 
 

方
が
分
か
り
、
安
全
に
気
を
付
け
て
行
動
す
 
 

る
。
 
 

イ
 
人
間
関
係
 
 
 

他
の
人
々
と
親
し
み
、
支
え
合
っ
て
生
活
す
る
 
 
 

た
め
に
、
自
立
心
を
育
て
、
人
と
関
わ
る
力
を
養
 
 
 

う
0
 
 
 

例
 
ね
ら
い
 
 
 

①
 
保
育
所
生
活
を
楽
し
み
、
自
分
の
力
で
行
 
 

動
す
る
こ
と
の
充
実
感
を
味
わ
う
。
 
 

②
 
身
近
な
人
と
親
し
み
、
関
わ
り
を
深
め
、
 
 

愛
情
や
信
頼
感
を
持
つ
。
 
 

③
 
社
会
生
活
に
お
け
る
望
ま
し
い
習
慣
や
態
 
 

度
を
身
に
付
け
る
。
 
 
 

川
 
内
容
 
 
 

①
 
安
心
で
き
る
保
育
士
等
と
の
関
係
の
下
 
 

で
、
身
近
な
大
人
や
友
達
に
関
心
を
持
ち
、
 
 

模
倣
し
て
遊
ん
だ
り
、
親
し
み
を
持
っ
て
自
 
 

ら
関
わ
ろ
う
と
す
る
。
 
 
 

②
 
保
育
士
等
や
友
達
と
の
安
定
し
た
関
係
の
 
 

中
で
、
共
に
過
ご
す
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
う
。
 
 

③
 
自
分
で
考
え
、
自
分
で
行
動
す
る
。
 
 
 

④
 
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
す
る
。
 
 
 

⑤
 
友
達
と
積
極
的
に
関
わ
り
な
が
ら
喜
び
や
 
 

悲
し
み
を
共
感
し
合
う
。
 
 
 

⑥
 
自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
相
手
に
伝
え
、
相
 
 

手
の
思
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
 
 

⑦
 
友
達
の
良
き
に
気
付
き
、
一
緒
に
活
動
す
 
 

る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。
 
 

⑧
 
友
達
と
一
緒
に
活
勤
す
る
中
で
、
共
通
の
 
 

目
的
を
見
い
だ
し
、
協
力
し
て
物
事
を
や
り
 
 

遂
げ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
持
つ
。
 
 
 

⑨
 
良
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
気
 
 

付
き
、
考
え
な
が
ら
行
動
す
る
。
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⑩
 
身
近
な
友
達
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
と
と
 
 

も
に
、
異
年
齢
の
友
達
な
ど
、
様
々
な
友
達
 
 

と
関
わ
り
、
思
い
や
り
や
親
し
み
を
持
つ
。
 
 
 

⑪
 
友
達
と
楽
し
く
生
活
す
る
中
で
決
ま
り
の
 
 

大
切
さ
に
気
付
き
、
守
ろ
う
と
す
る
。
 
 
 

⑫
 
共
同
の
遊
具
や
用
具
を
大
切
に
し
、
み
ん
 
 

な
で
使
う
。
 
 
 

⑬
 
高
齢
者
を
始
め
地
域
の
人
々
な
ど
自
分
の
 
 

生
活
に
関
係
の
深
い
い
ろ
い
ろ
な
人
に
親
し
 
 

み
を
持
つ
。
 
 
 

⑩
 
外
国
人
な
ど
、
自
分
と
は
異
な
る
文
化
を
 
 

持
っ
た
人
に
親
し
み
を
持
つ
。
 
 

り
 
環
境
 
 
 

周
囲
の
様
々
な
環
境
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
 
 

持
っ
て
関
わ
り
、
そ
れ
ら
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
 
 

い
こ
う
と
す
る
力
を
養
う
。
 
 

例
 
ね
ら
い
 
 
 

①
 
身
近
な
環
境
に
親
し
み
、
自
然
と
触
れ
合
 
 
 

う
中
で
様
々
な
事
象
に
興
味
や
関
心
を
持
 
 

つ
。
 
 
 

②
 
虜
近
な
環
境
に
自
分
か
ら
関
わ
り
、
発
見
 
 
 

を
楽
し
ん
だ
り
、
考
え
た
り
し
、
そ
れ
を
生
 
 
 

活
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
。
 
 
 

③
 
身
近
な
事
物
を
見
た
り
、
考
え
た
り
、
扱
っ
 
 
 

た
り
す
る
中
で
、
物
の
性
質
や
数
量
、
文
字
 
 
 

な
ど
に
対
す
る
感
覚
を
豊
か
に
す
る
。
 
 

川
 
内
容
 
 

①
 
安
心
で
き
る
人
的
及
び
物
的
環
境
の
下
 
 

か
 
 
で
、
聞
く
、
見
る
、
触
れ
る
、
嘆
ぐ
、
味
わ
 
 
 

う
な
ど
の
感
覚
の
働
き
を
豊
か
に
す
る
。
 
 

が
ん
 
 

②
 
好
き
な
玩
具
や
遊
具
に
興
味
を
持
っ
て
関
 
 
 

わ
り
、
様
々
な
遊
び
を
楽
し
む
。
 
 

③
 
自
然
に
触
れ
て
生
活
し
、
そ
の
大
き
さ
、
 
 
 

美
し
さ
、
不
思
議
き
な
ど
に
気
付
く
。
 
 

㊨
 
生
活
の
中
で
、
様
々
な
物
に
触
れ
、
そ
の
 
 
 

性
質
や
仕
観
み
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
。
 
 

⑤
 
季
節
に
よ
り
自
然
や
人
間
の
生
活
に
変
化
 
 
 

の
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
 
 

⑥
 
自
然
な
ど
の
身
近
な
事
象
に
関
心
を
持
 
 
 

ち
、
遊
び
や
生
活
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
。
 
 

⑦
 
身
近
な
動
植
物
に
親
し
み
を
持
ち
、
い
た
 
 
 

わ
っ
た
り
、
大
切
に
し
た
り
、
作
物
を
育
て
 
 
 

た
り
、
味
わ
う
な
ど
し
て
、
生
命
の
導
き
に
 
 
 

気
付
く
。
 
 

⑧
 
身
近
な
物
を
大
切
に
す
る
。
 
 

エ
 
言
葉
 
 
 

経
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
自
分
な
 
 

り
の
言
葉
で
表
現
し
、
相
手
の
話
す
言
葉
を
聞
こ
 
 

う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て
、
青
菜
に
対
す
る
 
 

感
覚
や
言
葉
で
表
現
す
る
力
を
養
う
。
 
 
 

例
 
ね
ら
い
 
 
 

①
 
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
表
現
す
る
楽
し
 
 

さ
を
味
わ
う
。
 
 
 

②
 
人
の
言
葉
や
話
な
ど
を
よ
く
聞
き
、
自
分
 
 

の
経
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
話
し
、
 
 

伝
え
合
う
喜
び
を
味
わ
う
。
 
 
 

③
 
日
常
生
活
に
必
要
な
言
葉
が
分
か
る
よ
う
 
 

に
な
る
と
と
も
に
、
絵
本
や
物
語
な
ど
に
親
 
 

し
み
、
保
育
士
等
や
友
達
と
心
を
通
わ
せ
る
。
 
 

川
 
内
容
 
 
 

①
 
保
育
士
等
の
応
答
的
な
関
わ
り
や
話
し
か
 
 

け
に
よ
り
、
自
ら
言
葉
を
使
お
う
と
す
る
。
 
 
 

②
 
保
育
士
等
と
一
緒
に
ご
つ
こ
遊
び
な
ど
を
 
 

す
る
中
で
、
言
葉
の
や
り
取
り
を
楽
し
む
。
 
 
 

③
 
保
育
士
等
や
友
達
の
言
葉
や
話
に
興
味
や
 
 

関
心
を
持
ち
、
親
し
み
を
持
っ
て
聞
い
た
り
、
 
 

話
し
た
り
す
る
。
 
 
 

④
 
し
た
こ
と
、
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
 
 

味
わ
っ
た
こ
と
、
感
℃
た
こ
と
、
考
え
た
こ
 
 

と
を
自
分
な
り
に
言
葉
で
表
現
す
る
。
 
 
 

⑤
 
し
た
い
こ
と
、
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
言
葉
 
 

で
表
現
し
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
尋
ね
 
 

た
り
す
る
。
 
 
 

⑥
 
人
の
話
を
注
意
し
て
聞
き
、
相
手
に
分
か
 
 

る
よ
う
に
話
す
。
 
 
 

⑦
 
生
活
の
中
で
必
要
な
言
葉
が
分
か
り
、
便
 
 

－
つ
。
 
 
 

⑧
 
親
し
み
を
持
っ
て
日
常
の
あ
い
さ
つ
を
す
 
 

る
。
 
 

⑨
 
生
活
の
中
で
言
葉
の
楽
し
ざ
や
美
し
さ
に
 
 
 

気
付
く
。
 
 
 

⑨
 
身
近
な
物
や
遊
具
に
興
味
を
持
っ
て
関
わ
 
 
 

り
、
考
え
た
り
、
試
し
た
り
し
て
工
夫
し
て
 
 
 

遊
ぷ
。
 
 

⑩
 
日
常
生
活
の
中
で
数
量
や
図
形
な
ど
に
関
 
 
 

心
を
持
つ
。
 
 

⑪
 
日
常
生
活
の
中
で
簡
単
な
標
識
や
文
字
な
 
 
 

ど
に
関
心
を
持
つ
。
 
 

⑬
 
近
隣
の
生
活
に
興
味
や
関
心
を
持
ち
、
保
 
 
 

育
所
内
外
の
行
事
な
ど
に
青
ん
で
参
加
す
 
 
 

る
。
 
 

⑲
 
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
じ
て
イ
メ
ー
ジ
や
 
 

言
葉
を
豊
か
に
す
る
。
 
 
 

⑪
 
絵
本
や
物
語
な
ど
に
親
し
み
、
興
味
を
 
 

持
っ
て
聞
き
、
想
像
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。
 
 
 

⑬
 
日
常
生
活
の
中
で
、
文
字
な
ど
で
伝
え
る
 
 

楽
し
さ
を
味
わ
う
。
 
 

オ
 
表
現
 
 
 

感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
表
 
 
 

現
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
豊
か
な
感
性
や
表
現
す
 
 
 

る
力
を
葺
い
、
創
造
性
を
豊
か
に
す
る
。
 
 
 

研
 
ね
ら
い
 
 
 

①
 
い
ろ
い
ろ
な
物
の
美
し
さ
な
ど
に
対
す
る
 
 
 

豊
か
な
感
性
を
持
つ
。
 
 
 

②
 
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
分
な
り
 
 
 

に
表
現
し
て
楽
し
む
。
 
 
 

③
 
生
活
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
し
、
 
 
 

様
々
な
表
現
を
楽
し
む
。
 
 

川
 
内
容
 
 
 

①
 
水
、
砂
、
土
、
紙
、
粘
土
な
ど
様
々
な
素
 
 

材
に
触
れ
て
楽
し
む
。
 
 
 

②
 
保
育
士
等
と
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
手
遊
び
 
 
 

を
し
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
 
 

し
た
り
し
て
遊
ぶ
。
 
 

③
 
生
活
の
中
で
様
々
な
音
、
色
、
形
、
手
触
 
 
 

り
、
動
き
、
味
、
香
り
な
ど
に
気
付
い
た
り
、
 
 
 

感
じ
た
り
し
て
楽
し
む
。
 
 

．
⑥
 
生
活
の
中
で
様
々
な
出
来
事
に
触
れ
、
イ
 
 
 

メ
ー
ジ
を
豊
か
に
す
る
。
 
 

⑤
 
様
々
な
出
来
事
の
申
で
、
感
動
し
た
こ
と
 
 
 

を
伝
え
合
う
楽
し
さ
を
味
わ
う
。
 
 

⑥
 
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど
を
音
や
 
 
 

動
き
な
ど
で
表
現
し
た
り
、
自
由
に
か
い
た
 
 
 

り
、
つ
く
っ
た
り
す
る
。
 
 

⑦
 
い
ろ
い
ろ
な
素
材
や
用
具
に
親
し
み
、
エ
 
 
 

夫
し
て
遊
ぶ
。
 
 

⑧
 
音
楽
に
親
し
み
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
簡
単
 
 
 

な
リ
ズ
ム
楽
器
を
使
っ
た
り
す
る
楽
し
さ
を
 
 
 

味
わ
う
。
 
 

⑨
 
か
い
た
り
、
つ
く
っ
た
り
す
る
こ
と
を
楽
 
 
 

し
み
、
そ
れ
を
遊
び
に
使
っ
た
り
、
飾
っ
た
 
 
 

り
す
る
。
 
 

⑩
 
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
動
き
や
青
菜
な
ど
で
 
 
 

表
現
し
た
り
、
演
じ
て
遊
ん
だ
り
す
る
楽
し
 
 
 

さ
を
味
わ
う
。
 
 

2
 
保
育
の
実
施
上
の
配
慮
事
項
 
 
 

保
育
士
等
は
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
発
達
過
程
や
 
 
 

そ
の
連
続
性
を
踏
ま
え
、
ね
ら
い
や
内
容
を
柔
軟
に
取
 
 

り
扱
う
と
と
も
に
、
特
に
、
次
の
事
項
に
配
慮
し
て
保
 
 
 

育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

H
 
保
育
に
関
わ
る
全
般
的
な
配
慮
事
項
 
 
 

ア
 
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
及
び
活
動
の
実
態
な
ど
 
 

の
個
人
差
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
の
 
 

子
ど
も
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
、
援
助
す
る
こ
と
♪
 
 
 

イ
 
子
ど
も
の
健
康
は
、
生
理
的
、
身
体
的
な
育
ち
 
 

と
と
も
に
、
自
主
性
や
社
会
性
、
豊
か
な
感
性
の
 
 

育
ち
と
が
あ
い
ま
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
留
 
 

意
す
る
こ
と
。
 
 
 

り
 
子
ど
も
が
自
ら
周
囲
に
働
き
か
け
、
試
行
錯
誤
 
 

し
っ
つ
自
分
の
力
で
行
う
活
動
を
見
守
り
な
が
 
 

ら
、
適
切
に
援
助
す
る
こ
と
。
 
 
 

エ
 
子
ど
も
の
入
所
時
の
保
育
に
当
た
っ
て
は
、
で
 
 

き
る
だ
け
個
別
的
に
対
応
し
、
子
ど
も
が
安
定
感
 
 

を
得
て
、
次
第
に
保
育
所
の
生
活
に
な
じ
ん
で
い
 
 

く
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
既
に
入
所
し
て
い
る
 
 

子
ど
も
に
不
安
や
動
揺
を
与
え
な
い
よ
う
配
慮
す
 
 

る
こ
と
。
 
 
 

オ
 
子
ど
も
の
国
籍
や
文
化
の
違
い
を
認
め
、
互
い
 
 
 

に
尊
重
す
る
心
を
育
て
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

カ
 
子
ど
も
の
性
差
や
個
人
差
に
も
留
意
し
っ
つ
、
 
 
 

性
別
な
ど
に
よ
る
固
定
的
な
意
識
を
植
え
付
け
る
 
 

こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 

H
 
乳
児
保
育
に
関
わ
る
配
慮
事
項
 
 
 

ア
 
乳
児
は
疾
病
へ
の
抵
抗
力
が
弱
く
、
心
身
の
機
 
 
 

能
の
未
熟
さ
に
伴
う
疾
病
の
発
生
が
多
い
こ
と
か
 
 
 

ら
、
一
人
一
人
の
発
育
及
び
発
達
状
態
や
健
康
状
 
 
 

態
に
つ
い
て
の
適
切
な
判
断
に
基
づ
く
保
健
的
な
 
 
 

対
応
を
行
う
こ
と
。
 
 

イ
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
生
育
歴
の
違
い
に
留
意
 
 
 

し
っ
っ
、
欲
求
を
適
切
に
満
た
し
、
特
定
の
保
育
 
 
 

士
が
応
答
的
に
関
わ
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
 
 
 

り
 
乳
児
保
育
に
関
わ
る
職
員
間
の
連
携
や
嘱
託
医
 
 
 

と
の
連
携
を
図
れ
、
第
五
卓
（
健
康
及
び
安
全
）
 
 
 

に
示
さ
れ
た
事
項
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
す
る
 
 
 

こ
と
。
栄
養
士
及
び
看
護
師
等
が
配
置
さ
れ
て
い
 
 
 

る
場
合
は
、
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
た
対
応
を
図
 
 

る
こ
と
。
 
 

エ
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
保
育
を
 
 
 

進
め
る
と
と
も
に
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
 
 
 

保
護
者
へ
の
支
援
に
努
め
て
い
く
こ
と
。
 
 

オ
 
担
当
の
保
育
士
が
替
わ
る
場
合
に
華
子
ど
も
 
 
 

の
そ
れ
ま
で
の
経
験
や
発
達
過
程
に
留
意
し
、
職
 
 
 

員
間
で
協
力
し
て
対
応
す
る
こ
と
。
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8
 
三
歳
末
満
児
の
保
育
に
関
わ
る
配
慮
事
項
 
 
 

ア
 
特
に
感
染
症
に
か
か
り
や
す
い
時
期
で
あ
る
の
 
 
 

で
、
体
の
状
態
、
機
嫌
、
食
欲
な
ど
の
日
常
の
状
 
 
 

態
の
観
察
を
十
分
に
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
判
 
 
 

断
に
基
づ
く
保
健
的
な
対
応
を
心
が
け
る
こ
と
。
 
 

せ
つ
 
 
 

イ
 
食
事
、
排
泄
、
睡
眠
、
衣
頬
の
着
脱
、
身
の
回
 
 
 

り
を
清
潔
に
す
る
こ
と
な
ど
、
生
活
に
必
要
な
基
 
 
 

本
的
な
習
慣
に
つ
い
て
は
、
一
人
一
人
の
状
態
に
 
 
 

応
じ
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
行
う
よ
う
に
 
 
 

し
、
子
ど
も
が
自
分
で
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
 
 
 

尊
重
す
る
こ
と
。
 
 
 

り
 
探
索
活
動
が
十
分
で
き
る
よ
う
に
、
事
故
防
止
 
 
 

に
努
め
な
が
ら
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
全
 
 
 

身
を
使
う
遊
び
な
ど
様
々
な
遊
び
を
取
り
入
れ
る
 
 

こ
と
。
 
 

エ
 
子
ど
も
の
自
我
の
育
ち
を
見
守
り
、
そ
の
気
持
 
 
 

ち
を
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
保
育
士
等
が
仲
立
 
 
 

ち
と
な
っ
て
、
友
達
の
気
持
ち
や
友
達
と
の
関
わ
 
 
 

り
方
を
丁
寧
に
伝
え
て
い
く
こ
と
。
 
 
 

オ
 
情
緒
の
安
定
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
の
自
発
 
 
 

的
な
活
動
を
促
し
て
い
く
こ
と
。
 
 
 

力
 
担
当
の
保
育
士
が
替
わ
る
場
合
に
は
、
子
ど
も
 
 
 

Ⅵ
そ
れ
ま
で
の
経
験
や
発
達
過
程
に
留
意
し
、
職
 
 
 

員
間
で
協
力
し
て
対
応
す
る
こ
と
。
 
 

間
 
三
歳
以
上
児
の
保
育
に
関
わ
る
配
慮
事
項
 
 
 

ア
 
生
活
に
必
要
な
基
本
的
な
習
慣
や
態
度
を
身
に
 
 
 

付
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
適
切
な
行
動
 
 
 

を
選
択
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

イ
 
子
ど
も
の
情
緒
が
安
定
し
、
自
己
を
十
分
に
発
 
 
 

挿
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
や
り
遂
げ
る
 
 
 

喜
び
や
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
 
 

す
る
こ
と
。
 
 
 

り
 
様
々
な
遊
び
の
中
で
、
全
身
を
動
か
し
て
意
欲
 
 
 

的
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
体
の
諸
機
能
の
発
 
 
 

達
が
促
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
、
子
ど
も
の
興
味
 
 
 

や
関
心
が
戸
外
に
も
向
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 

か
つ
と
う
 
 

エ
 
け
ん
か
な
ど
葛
藤
を
経
験
し
な
が
ら
次
第
に
相
 
 
 

手
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
相
互
に
必
要
な
存
在
で
 
 
 

あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

オ
 
生
活
や
遊
び
を
通
し
て
、
決
ま
り
が
あ
る
こ
と
 
 
 

の
大
切
き
に
気
付
き
、
自
ら
判
断
し
て
行
動
で
き
 
 
 

る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

カ
 
自
然
と
の
触
れ
合
い
に
よ
り
、
子
ど
も
の
豊
か
 
 
 

な
感
性
や
認
識
力
、
思
考
力
及
び
表
現
力
が
培
わ
 
 
 

れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
自
然
と
の
関
わ
り
を
深
め
 
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
 
 

キ
 
自
分
の
気
持
ち
や
経
験
を
自
分
な
り
の
言
葉
で
 
 

表
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
留
意
し
、
子
ど
も
の
 
 

話
し
か
け
に
応
じ
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
。
ま
た
、
 
 

子
ど
も
が
仲
間
と
伝
え
合
っ
た
り
、
話
し
合
う
こ
 
 

と
の
楽
し
さ
が
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 

ク
 
感
じ
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
、
想
像
し
た
こ
と
 
 

な
ど
を
、
様
々
な
方
法
で
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
 
 

自
由
に
表
現
で
き
る
よ
う
、
保
育
に
必
要
な
素
材
 
 

や
用
具
を
始
め
、
様
々
な
環
境
の
設
定
に
留
意
す
 
 

る
こ
と
。
 
 
 

ケ
 
保
育
所
の
保
育
が
、
小
学
校
以
降
の
生
活
や
学
 
 

習
の
基
盤
の
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と
に
留
意
し
、
 
 

幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
通
し
て
、
創
造
的
 
 

な
思
考
や
主
体
的
な
生
活
態
度
な
ど
の
基
礎
を
培
 
 

う
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 

第
四
‡
 
保
育
の
計
画
及
び
評
価
 
 
 

保
育
所
は
、
第
一
章
（
総
則
）
に
示
さ
れ
た
保
育
の
目
 
 

標
を
遠
戚
す
る
た
め
に
、
保
育
の
基
本
と
な
る
「
保
育
課
 
 

程
」
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
具
体
化
し
た
「
指
 
 

導
計
画
」
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

保
育
課
程
及
び
指
導
計
画
（
以
下
「
保
育
の
計
画
」
と
 
 

い
う
。
）
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
入
所
し
て
い
る
間
、
 
 

安
定
し
た
生
活
を
送
り
、
充
実
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
 
 

に
、
柔
軟
で
発
展
的
な
も
の
と
し
、
ま
た
、
一
貫
性
の
あ
 
 

る
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
保
育
所
は
、
保
育
の
計
画
に
基
づ
い
て
保
育
し
、
 
 

保
育
の
内
容
の
評
価
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
改
善
に
努
め
、
 
 

保
育
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
社
会
的
責
任
 
 

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

1
 
保
育
の
計
画
 
 
 

H
 
保
育
課
程
 
 

ア
 
保
育
課
程
は
、
各
保
育
所
の
保
育
の
方
針
や
目
 
 

標
に
基
づ
き
、
第
二
章
（
子
ど
も
の
発
達
）
に
示
 
 

さ
れ
た
子
ど
も
の
発
達
過
程
を
踏
ま
え
、
前
章
（
保
 
 

育
の
内
容
）
に
示
さ
れ
た
ね
ら
い
及
び
内
容
が
保
 
 

育
所
生
活
の
全
体
を
通
し
て
、
総
合
的
に
展
開
さ
 
 

れ
る
よ
う
、
編
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

イ
 
保
育
課
程
は
、
地
域
の
実
態
、
子
ど
も
や
家
庭
 
 

の
状
況
、
保
育
時
間
な
ど
を
考
慮
し
、
子
ど
も
の
 
 

育
ち
に
関
す
る
長
期
的
見
通
し
を
持
っ
て
適
切
に
 
 

編
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

り
 
保
育
課
程
は
、
子
ど
も
の
生
活
の
連
続
性
や
発
 
 

達
の
連
続
性
に
留
意
し
、
各
保
育
所
が
創
意
工
夫
 
 

し
て
保
育
で
き
る
よ
う
、
編
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
。
 
 

目
 
指
導
計
画
 
 
 

ア
 
指
導
計
画
の
作
成
 
 

指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
 
 

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

の
 
保
育
課
程
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
生
活
や
発
 
 

達
を
見
通
し
た
長
期
的
な
指
導
計
画
と
、
そ
れ
 
 

に
関
連
し
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
子
ど
も
の
 
 

日
々
の
生
活
に
即
し
た
短
期
的
な
指
導
計
画
を
 
 

作
成
し
て
、
保
育
が
適
切
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
 
 

に
す
る
こ
と
。
 
 
 

州
 
子
ど
も
一
人
一
人
の
発
達
過
程
や
状
況
を
十
 
 

分
に
踏
ま
え
る
こ
と
。
 
 
 

㈱
 
保
育
所
の
生
活
に
お
け
る
子
ど
も
の
発
達
過
 
 

程
を
見
通
し
、
生
活
の
連
続
性
、
季
節
の
変
化
 
 

な
ど
を
考
慮
し
、
子
ど
も
の
実
態
に
即
し
た
具
 
 

体
的
な
ね
ら
い
及
び
内
容
を
設
定
す
る
こ
と
。
 
 
 

国
 
具
体
的
な
ね
ら
い
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
、
子
 
 

ど
も
の
生
活
す
る
姿
や
発
想
を
大
切
に
し
て
適
 
 

切
な
環
境
を
構
成
し
、
子
ど
も
が
主
休
的
に
活
 
 

動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 
 

イ
 
指
導
計
画
の
展
開
 
 

指
導
計
画
に
基
づ
く
保
育
の
実
施
に
当
た
っ
て
 
 
 

は
、
次
の
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

別
 
施
設
長
、
保
育
士
な
ど
す
べ
て
の
職
員
に
よ
 
 

る
適
切
な
役
割
分
担
と
協
力
体
制
を
整
え
る
こ
 
 

と
。
 
 
 

川
 
子
ど
も
が
行
う
具
体
的
な
活
動
は
、
生
活
の
 
 

中
で
様
々
に
変
化
す
る
こ
と
に
留
意
し
て
、
子
 
 

ど
も
が
望
ま
し
い
方
向
に
向
か
っ
て
自
ら
活
動
 
 

を
展
開
で
き
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
 
 

と
。
 
 
 

㈱
 
子
ど
も
の
主
体
的
な
活
動
を
促
す
た
め
に
 
 

は
、
保
育
士
等
が
多
様
な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
 
 

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
情
 
 

緒
の
安
定
や
発
達
に
必
要
な
豊
か
な
体
験
が
得
 
 

ら
れ
る
よ
う
援
助
す
る
こ
と
。
 
 
 

国
 
保
育
士
等
は
、
子
ど
も
の
実
態
や
子
ど
も
を
 
 

取
り
巻
く
状
況
の
変
化
な
ど
に
即
し
て
保
育
の
 
 

過
程
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
 
 

え
、
指
導
計
画
に
基
づ
く
保
育
の
内
容
の
見
直
 
 

し
を
行
い
、
改
善
を
図
る
こ
と
。
 
 

目
 
指
導
計
画
の
作
成
上
、
特
に
留
意
す
べ
き
事
項
 
 
 

指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
第
二
章
（
子
 
 
 

ど
も
の
発
達
）
、
前
章
（
保
育
の
内
容
）
 
及
び
そ
の
 
 
 

他
の
関
連
す
る
章
に
示
さ
れ
た
事
項
を
踏
ま
え
、
特
 
 
 

に
次
の
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

ア
 
発
達
過
程
に
応
じ
た
保
育
 
 
 

研
 
三
歳
未
満
児
に
つ
い
て
は
、
一
人
一
人
の
子
 
 

ど
も
の
生
育
歴
、
心
身
の
発
達
、
活
動
の
実
態
 
 

等
に
即
し
て
、
個
別
的
な
計
画
を
作
成
す
る
こ
 
 

と
。
 
 
 

川
 
三
歳
以
上
児
に
つ
い
て
は
、
個
の
成
長
と
、
 
 

子
ど
も
相
互
の
関
係
や
協
同
的
な
活
動
が
促
さ
 
 

れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

佃
 
異
年
齢
で
構
成
さ
れ
る
観
や
グ
ル
ー
プ
で
の
 
 

保
育
に
お
い
て
は
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
生
 
 

活
や
経
験
、
発
達
過
程
な
ど
を
把
握
し
、
適
切
 
 

な
援
助
や
環
境
構
成
が
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
 
 

こ
、
と
。
 
 
 

イ
 
長
時
間
に
わ
た
る
保
育
 
 

長
時
間
に
わ
た
る
保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
 
 
 

の
発
達
過
程
、
生
活
の
リ
ズ
ム
及
び
心
身
の
状
態
 
 
 

に
十
分
配
慮
し
て
、
保
育
の
内
容
や
方
法
、
職
員
 
 
 

の
協
力
体
制
、
家
庭
と
の
連
携
な
ど
を
指
導
計
画
 
 
 

に
位
置
付
け
る
こ
と
。
 
 
 

り
 
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保
育
 
 
 

∽
 
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保
育
に
つ
い
て
は
、
 
 

一
人
一
人
の
子
ど
も
の
発
達
過
程
や
障
害
の
状
 
 

態
を
把
握
し
、
適
切
な
環
境
の
下
で
、
障
害
の
 
 

あ
る
子
ど
も
が
他
の
子
ど
も
と
の
生
活
を
通
し
 
 

て
共
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
指
導
計
画
の
中
に
 
 

位
置
付
け
る
こ
と
。
ま
た
、
子
ど
も
の
状
況
に
 
 

応
じ
た
保
育
を
実
施
す
る
観
点
か
ら
、
家
庭
や
 
 

関
係
機
関
と
連
携
し
た
支
援
の
た
め
の
計
画
を
 
 

個
別
に
作
成
す
る
な
ど
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
 
 

と
。
 
 

川
 
保
育
の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
子
ど
も
 
 

の
発
達
の
状
況
や
日
々
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
 
 

指
導
計
画
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟
に
保
育
し
た
 
 

り
、
職
員
の
連
携
体
制
の
中
で
個
別
の
関
わ
り
 
 

が
十
分
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 

佃
 
家
庭
と
の
連
携
を
密
に
し
、
保
護
者
と
の
相
 
 

互
理
解
を
図
り
な
が
ら
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
 
 

と
。
 
 
 

国
 
専
門
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
 
 

て
助
言
等
を
得
る
こ
と
。
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エ
 
小
学
校
と
の
連
携
 
 

切
 
子
ど
も
の
生
活
や
発
達
の
連
続
性
を
踏
ま
 
 

え
、
保
育
の
内
容
の
エ
夫
を
図
る
と
と
も
に
、
 
 

就
学
に
向
け
て
、
保
育
所
の
子
ど
も
と
小
学
校
 
 

の
児
童
と
の
交
流
、
職
員
同
士
の
交
流
、
情
報
 
 

共
有
や
相
互
理
解
な
ど
小
学
校
と
の
積
極
的
な
 
 

連
携
を
図
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 

伸
 
子
ど
も
に
関
す
る
情
報
共
有
に
関
し
て
ヾ
保
 
 

育
所
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
の
就
学
に
際
 
 

し
、
市
町
村
の
支
援
の
下
に
、
子
ど
も
の
育
ち
 
 

を
支
え
る
た
め
の
資
料
が
保
育
所
か
ら
小
学
校
 
 

へ
送
付
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 
 

オ
 
家
庭
及
び
地
域
社
会
と
の
連
携
 
 

子
ど
も
の
生
活
の
連
続
性
を
踏
ま
え
、
家
庭
及
 
 

び
地
域
社
会
と
連
携
し
て
保
育
が
展
開
さ
れ
る
よ
 
 

う
寵
慮
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
家
庭
や
地
域
の
機
 
 

関
及
び
団
体
の
協
力
を
得
て
、
地
域
の
自
然
、
人
 
 

材
、
行
事
、
施
設
等
の
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
、
 
 

豊
か
な
生
活
体
験
を
始
め
保
育
内
容
の
充
実
が
図
 
 

ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 

2
 
保
育
の
内
容
等
の
自
己
評
価
 
 
 

H
 
保
育
士
等
の
自
己
評
価
 
 
 

ア
 
保
育
士
等
は
、
保
育
の
計
画
や
保
育
の
記
録
を
 
 

通
し
て
、
自
ら
の
保
育
実
践
を
振
り
返
り
、
自
己
 
 

評
価
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
専
門
性
の
向
上
 
 

や
保
育
実
践
の
改
善
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

。
 
 
 

イ
 
保
育
士
等
に
よ
る
自
己
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
 
 
 

次
の
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

S
 
子
ど
も
の
活
動
内
容
や
そ
の
結
果
だ
け
で
な
 
 

く
、
子
ど
も
の
心
の
育
ち
や
意
欲
、
取
り
組
む
 
 

過
程
な
ど
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

川
 
自
ら
の
保
育
実
践
の
振
り
返
り
や
職
員
相
互
 
 

の
話
し
合
い
等
を
通
じ
て
、
専
門
性
の
向
上
及
 
 

び
保
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
課
題
を
明
確
に
 
 
 

．
す
る
と
と
も
に
、
保
育
所
全
体
の
保
育
の
内
容
 
 

に
関
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
。
 
 

出
 
保
育
所
の
自
己
評
価
 
 
 

ア
 
保
育
所
は
、
保
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
 
 
 

保
育
の
計
画
の
展
開
や
保
育
士
等
の
自
己
評
価
を
 
 
 

踏
ま
え
、
当
該
保
育
所
の
保
育
の
内
容
等
に
つ
い
 
 
 

て
、
自
ら
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
 
 
 

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

イ
 
保
育
所
の
自
己
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
 

次
の
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

研
 
地
域
の
実
情
や
保
育
所
の
実
態
に
即
し
て
、
 
 

適
切
に
評
価
の
観
点
や
項
目
等
を
設
定
し
、
全
 
 

職
員
に
よ
る
共
通
理
解
を
持
っ
て
取
り
組
む
と
 
 

と
も
に
、
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
該
保
育
 
 

所
の
保
育
の
内
容
等
の
改
善
を
図
る
こ
と
。
 
 

川
 
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
第
三
十
六
条
の
趣
 
 

旨
を
踏
ま
え
、
保
育
の
内
容
等
の
評
価
に
閲
し
、
 
 

保
護
者
及
び
地
域
住
民
等
の
意
見
を
聴
く
こ
と
 
 

が
望
ま
し
い
こ
と
。
 
 

第
五
‡
 
健
康
及
び
安
全
 
 
 

子
ど
も
の
健
康
及
び
安
全
は
、
子
ど
も
の
生
命
の
保
持
 
 

と
健
や
か
な
生
活
の
基
本
で
あ
り
、
保
育
所
に
お
い
て
は
、
 
 

一
人
一
人
の
子
ど
も
の
健
康
の
保
持
及
び
増
進
並
び
に
安
 
 

全
の
確
保
と
と
も
に
、
保
育
所
の
子
ど
も
集
団
全
体
の
健
 
 

康
及
び
安
全
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
 
 

子
ど
も
が
、
自
ら
の
体
や
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
心
身
の
 
 

機
能
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
 
 

保
育
所
は
、
第
一
章
（
総
則
）
、
第
三
章
（
保
育
の
内
容
）
 
 

等
の
関
連
す
る
事
項
に
留
意
し
、
次
に
示
す
事
項
を
踏
ま
 
 

え
、
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

1
 
子
ど
も
の
健
康
支
援
 
 
 

H
 
子
ど
も
の
健
康
状
態
並
び
に
発
育
及
び
発
達
状
態
 
 

の
把
擾
 
 
 

ア
 
子
ど
も
の
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
保
育
す
る
た
 
 

め
に
、
子
ど
も
の
健
康
状
態
並
び
に
発
育
及
び
発
 
 

達
状
態
に
つ
い
て
、
定
期
的
、
継
続
的
に
、
ま
た
、
 
 

必
要
に
応
じ
て
随
時
、
把
達
す
る
こ
と
。
 
 
 

イ
 
保
護
者
か
ち
の
情
報
と
と
も
に
、
登
所
時
及
び
 
 

保
育
中
を
通
じ
て
子
ど
も
の
状
態
を
観
察
し
、
何
 
 

ら
か
の
疾
病
が
疑
わ
れ
る
状
態
や
傷
害
が
改
め
ら
 
 

れ
た
場
合
に
は
、
保
護
者
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
 
 

嘱
託
医
と
相
談
す
る
な
ど
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
 
 

と
。
 
 
 

ウ
 
子
ど
も
の
心
身
の
状
態
等
を
観
察
し
、
不
適
切
 
 
 

な
養
育
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
市
町
村
 
 
 

や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
五
 
 
 

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
対
策
地
 
 
 

域
協
議
会
（
以
下
「
安
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
 
 
 

会
」
と
い
う
。
）
で
検
討
す
る
な
ど
適
切
な
対
応
を
 
 
 

図
る
こ
と
。
ま
た
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
 
 
 

速
や
か
に
市
町
村
又
は
児
童
相
談
所
に
通
告
し
、
 
 
 

適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
。
 
 

H
 
健
康
増
進
 
 
 

ア
 
子
ど
も
の
健
康
に
関
す
る
保
健
計
画
を
作
成
 
 
 

し
、
全
職
員
が
そ
の
ね
ら
い
や
内
容
を
明
確
に
し
 
 
 

な
が
ら
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
健
康
の
保
持
及
 
 
 

び
増
進
に
努
め
て
い
く
こ
と
。
 
 
 

イ
 
感
染
症
や
そ
の
他
の
疾
病
の
発
生
予
防
に
努
 
 

め
、
そ
の
発
生
や
疑
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
必
要
 
 

に
応
じ
て
嘱
託
医
、
市
町
村
、
保
健
所
等
に
連
絡
 
 

し
、
そ
の
指
示
に
従
う
と
と
も
に
、
保
護
者
や
全
 
 

職
員
に
連
絡
し
、
協
力
を
求
め
る
こ
と
。
ま
た
、
 
 
 

感
染
症
に
関
す
る
保
育
所
の
対
応
方
法
等
に
つ
い
 
 

て
、
あ
ら
か
じ
め
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
お
く
 
 

こ
と
。
看
護
師
等
が
配
置
き
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
 
 

そ
の
専
門
性
を
生
か
し
た
対
応
を
図
る
こ
と
。
 
 
 

り
 
子
ど
も
の
疾
病
等
の
事
態
に
備
え
、
医
務
室
等
 
 

の
環
境
を
整
え
、
救
急
用
の
薬
品
、
材
料
等
を
常
 
 
 

備
し
、
適
切
な
管
理
の
下
に
全
職
貞
が
対
応
で
き
 
 

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。
 
 
 

環
境
及
び
衛
生
管
理
並
び
に
安
全
管
理
 
 

H
環
境
及
び
衛
生
管
理
 
 
 

ア
 
施
設
の
温
度
、
湿
度
、
換
気
、
採
光
、
音
な
ど
 
 

の
環
境
を
常
に
適
切
な
状
態
に
保
持
す
る
と
と
も
 
 
 

に
、
施
設
内
外
の
設
備
、
用
具
等
の
衛
生
管
理
に
 
 

努
め
る
こ
と
。
 
 
 

イ
 
子
ど
も
及
び
職
員
が
、
手
洗
い
等
に
よ
り
清
潔
 
 
 

を
保
つ
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
施
設
内
外
の
保
 
 
 

健
的
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
努
め
る
こ
と
。
 
 

出
 
事
故
防
止
及
び
安
全
対
策
 
 
 

ア
 
保
育
中
の
事
故
防
止
の
た
め
に
、
子
ど
も
の
心
 
 
 

身
の
状
態
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
保
育
所
内
外
の
安
 
 
 

全
点
検
に
努
め
、
安
全
対
策
の
た
め
に
職
員
の
共
 
 
 

通
理
解
や
体
制
作
り
を
図
る
と
と
と
も
に
、
家
庭
 
 
 

や
地
域
の
諸
機
関
の
協
力
の
下
に
安
全
指
導
を
行
 
 
 

一
つ
こ
と
。
 
 
 

イ
 
子
ど
も
の
心
身
の
健
康
状
態
や
疾
病
等
の
把
撞
 
 
 

の
た
め
に
、
嘱
託
医
等
に
よ
り
定
期
的
に
健
康
診
 
 
 

断
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
、
保
育
に
活
用
 
 
 

す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
に
連
絡
し
、
保
護
者
が
 
 
 

子
ど
も
の
状
態
を
理
解
し
、
日
常
生
活
に
活
用
で
 
 

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 

国
 
疾
病
等
へ
の
対
応
 
 
 

ア
 
保
育
中
に
体
調
不
良
や
傷
害
が
発
生
し
た
場
合
 
 
 

に
は
、
そ
の
子
ど
も
の
状
態
等
に
応
じ
て
、
保
護
 
 
 

者
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
適
宜
、
嘱
託
医
や
子
 
 
 

ど
も
の
か
か
り
つ
け
医
等
と
相
談
し
、
適
切
な
処
 
 
 

置
を
行
う
こ
と
。
看
護
師
等
が
配
置
さ
れ
て
い
る
 
 
 

場
合
に
は
、
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
た
対
応
を
図
 
 

る
こ
と
。
 
 

国
 
子
ど
も
が
自
ら
の
感
覚
や
体
験
を
通
し
て
、
自
然
 
 

の
恵
み
と
し
て
の
食
材
や
調
理
す
る
人
へ
の
感
謝
の
 
 
 

気
持
ち
が
育
つ
よ
う
に
、
子
ど
も
と
調
理
員
と
の
関
 
 
 

わ
り
や
、
調
理
室
な
ど
食
に
関
わ
る
保
育
環
境
に
配
 
 

慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

㈱
 
体
調
不
良
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
障
害
の
あ
る
子
 
 
 

ど
も
な
ど
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
心
身
の
状
態
等
 
 
 

に
応
じ
、
嘱
託
医
、
か
か
り
つ
け
医
等
の
指
示
や
協
 
 
 

力
の
下
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。
栄
養
士
が
屯
置
 
 
 

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
専
門
性
を
生
か
し
た
対
応
を
 
 

図
る
こ
と
。
 
 

4
 
健
康
及
び
安
全
の
実
施
体
制
等
 
 
 

施
設
長
は
、
入
所
す
る
子
ど
も
の
健
康
及
び
安
全
に
 
 
 

最
終
的
な
責
任
を
有
す
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ
の
章
 
 
 

の
1
か
ら
3
ま
で
に
規
定
す
る
事
項
が
保
育
所
に
お
い
 
 
 

て
適
切
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
、
次
の
事
項
に
留
意
し
、
 
 

保
育
所
に
お
け
る
健
康
及
び
安
全
の
実
施
体
制
等
の
整
 
 
 

備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

H
 
全
職
員
が
健
康
及
び
安
全
に
関
す
る
共
通
理
解
を
 
 
 

深
め
、
適
切
な
分
担
と
協
力
の
下
に
年
間
を
通
じ
て
 
 
 

計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
。
 
 

出
 
取
組
の
方
針
や
具
休
的
な
活
動
の
企
画
立
案
及
び
 
 
 

保
育
所
内
外
の
連
絡
調
整
の
業
務
に
つ
い
て
、
専
門
 
 
 

的
職
員
が
担
当
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。
栄
養
 
 
 

士
及
び
看
護
師
等
が
配
置
き
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
 
 
 

そ
の
専
門
性
を
生
か
し
て
業
務
に
当
た
る
こ
と
。
 
 
 

イ
 
災
害
や
事
故
の
発
生
に
備
え
、
危
険
箇
所
の
点
 
 

検
や
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
外
部
か
 
 

ら
の
不
審
者
等
の
侵
入
防
止
の
た
め
の
措
置
や
訓
 
 

練
汝
ど
不
測
の
事
態
に
備
え
て
必
要
な
対
応
を
図
 
 

る
こ
と
。
ま
た
、
子
ど
も
の
精
神
保
健
面
に
お
け
 
 

る
対
応
に
留
意
す
る
こ
と
。
 
 

3
 
食
育
の
推
進
 
 
 

保
育
所
に
お
け
る
食
育
は
、
健
康
な
生
活
の
基
本
と
 
 
 

し
て
の
「
食
を
営
む
力
」
の
育
成
に
向
け
、
そ
の
基
礎
 
 
 

を
培
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
．
次
の
事
項
に
留
意
し
て
 
 
 

実
施
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
 
 

H
 
子
ど
も
が
生
活
と
遊
び
の
中
で
、
意
欲
を
持
っ
て
 
 
 

食
に
関
わ
る
体
験
を
積
み
重
ね
、
食
べ
る
こ
と
を
楽
 
 
 

し
み
、
食
事
を
楽
し
み
合
う
子
ど
も
に
成
長
し
て
い
 
 
 

く
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 
 

出
 
乳
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
食
生
活
が
展
開
さ
れ
、
 
 
 

適
切
な
援
助
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
食
事
の
提
供
を
含
 
 
 

む
食
育
の
計
画
を
作
成
し
、
保
育
の
計
画
に
位
置
付
 
 
 

け
る
と
と
も
に
、
そ
の
評
価
及
び
改
善
に
努
め
る
こ
 
 

と
。
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国
 
保
讃
者
と
常
に
密
接
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
 
 
 

保
育
所
全
体
の
方
針
や
取
魁
に
つ
い
て
、
周
知
す
る
 
 

よ
う
努
め
る
こ
と
。
 
 
 

㈲
 
市
町
村
の
支
援
の
下
に
、
地
域
の
関
係
機
関
等
と
 
 

の
日
常
的
な
連
携
を
図
り
、
必
要
な
協
力
が
得
ら
れ
 
 

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
 
 

第
六
♯
 
保
護
者
に
対
す
る
支
援
 
 
 

保
育
所
に
お
け
る
保
護
者
へ
の
支
援
は
、
保
育
士
等
の
 
 

業
務
で
あ
り
、
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
た
子
育
て
支
援
の
 
 

役
割
は
、
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
保
育
所
は
、
第
一
 
 

章
（
総
則
）
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
特
性
を
生
 
 

か
し
、
保
育
所
に
入
所
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
す
る
 
 

支
援
及
び
地
域
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
職
 
 

員
間
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
次
の
事
項
に
留
意
し
て
、
 
 

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
 
 

1
 
保
育
所
に
お
け
る
保
護
者
に
対
す
る
支
援
の
基
本
 
 
 

日
 
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
考
慮
し
、
子
ど
も
の
福
 
 
 

祉
を
重
視
す
る
こ
と
。
 
 
 

出
 
保
護
者
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
成
長
の
喜
び
を
共
 
 

有
す
る
こ
と
。
 
 
 

8
 
保
育
に
関
す
る
知
識
や
技
術
な
ど
の
保
育
士
の
専
 
 
 

門
性
や
、
子
ど
も
の
集
団
が
常
に
存
在
す
る
環
境
な
 
 

ど
、
保
育
所
の
特
性
を
生
か
す
こ
と
。
 
 
 

画
一
人
一
人
の
保
護
者
の
状
況
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
 
 

と
保
護
者
の
安
定
し
た
関
係
に
配
慮
し
て
、
保
護
者
 
 
 

の
養
育
力
の
向
上
に
賀
す
る
よ
う
、
適
切
に
支
援
す
 
 

る
こ
と
。
 
 
 

㈲
 
子
育
て
等
に
関
す
る
相
談
や
助
言
に
当
た
っ
て
 
 

は
、
保
護
者
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
、
相
互
の
信
頼
 
 

関
係
を
基
本
に
、
保
護
者
一
人
一
人
の
自
己
決
定
を
 
 

尊
重
す
る
こ
と
。
 
 
 

因
 
子
ど
も
の
利
益
に
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
保
 
 

護
者
や
子
ど
も
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
、
知
り
得
 
 

た
事
柄
の
秘
密
保
持
に
留
意
す
る
こ
と
。
 
 
 

他
 
地
域
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る
資
源
を
積
極
的
に
 
 
 

活
用
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
地
域
 
 

の
関
係
機
関
、
団
体
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
図
る
 
 

こ
と
。
 
 
 

保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
す
 
 

る
支
援
 
 

H
 
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
 
 
 

す
る
支
援
は
、
子
ど
も
の
保
育
と
の
密
接
な
関
連
の
 
 
 

中
で
、
子
ど
も
の
送
迎
時
の
対
応
、
相
談
や
助
言
、
 
 
 

連
絡
や
通
信
、
会
合
や
行
事
な
ど
様
々
な
機
会
を
活
 
 
 

用
し
て
行
う
こ
と
。
 
 

日
 
保
護
者
に
対
し
、
保
育
所
に
お
け
る
子
ど
も
の
様
 
 
 

子
や
日
々
の
保
育
の
意
図
な
ど
を
説
明
し
、
保
護
者
 
 
 

と
の
相
互
理
解
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
1
 
 

団
 
保
育
所
に
お
い
て
、
保
護
者
の
仕
事
と
子
育
て
の
 
 
 

両
立
等
を
支
援
す
る
た
め
、
通
常
の
保
育
に
加
え
て
、
 
 
 

保
育
時
間
の
延
長
、
休
日
、
夜
間
の
保
育
、
病
児
・
 
 
 

病
後
児
に
対
す
る
保
育
な
ど
多
様
な
保
育
を
実
施
す
 
 
 

る
場
合
に
は
、
保
護
者
の
状
況
に
配
慮
す
る
と
と
も
 
 
 

に
、
子
ど
も
の
福
祉
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
 
 
 

と
。
 
 

圃
 
子
ど
も
に
障
害
や
発
達
上
の
課
題
が
見
ら
れ
る
場
 
 
 

合
に
は
、
市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
及
び
協
力
を
 
 
 

図
り
つ
つ
、
保
護
者
に
対
す
る
個
別
の
支
援
を
行
う
 
 
 

よ
う
努
め
る
こ
と
。
 
 

㈲
 
保
護
者
に
育
児
不
安
等
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
 
 
 

保
護
者
の
希
望
に
応
じ
て
個
別
の
支
援
を
行
う
よ
う
 
 
 

努
め
る
こ
と
。
 
 

㈹
 
保
護
者
に
不
適
切
な
養
育
等
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
 
 
 

は
、
市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
要
保
護
児
童
 
 
 

対
策
地
域
協
議
会
で
検
討
す
る
な
ど
適
切
な
対
応
を
 
 
 

図
る
こ
と
。
 

速
や
か
に
市
町
村
又
は
児
童
相
談
所
に
通
告
し
、
適
 
 
 

切
な
対
応
を
図
る
こ
と
。
 
 
 

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
 
 

H
 
保
育
所
は
、
児
童
福
祉
法
第
四
十
八
粂
の
一
「
の
規
 
 
 

定
に
基
づ
き
、
そ
の
行
う
保
育
に
支
障
が
な
い
限
り
 
 
 

に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
や
当
該
保
育
所
の
体
制
等
 
 
 

を
踏
ま
え
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
地
域
の
保
護
者
等
 
 
 

に
対
す
る
子
育
て
支
援
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
努
め
 
 
 

る
こ
と
。
 
 
 

ア
 
地
域
の
子
育
て
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
 
 
 

切
 
子
育
て
家
庭
へ
の
保
育
所
機
能
の
開
放
（
施
 
 

設
及
び
設
備
の
開
放
、
休
験
保
育
等
）
 
 
 

伸
 
子
育
て
等
に
関
す
る
相
談
や
援
助
の
実
施
 
 

例
 
子
育
て
家
庭
の
交
流
の
場
の
提
供
及
び
交
流
 
 

の
促
進
 
 

回
 
地
域
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
の
提
供
 
 
 

イ
 
一
時
保
育
 
 

日
 
市
町
村
の
支
援
を
得
て
、
地
域
の
関
係
機
関
、
団
 
 
 

体
等
と
の
積
極
的
な
連
携
及
び
協
力
を
図
る
と
と
も
 
 
 

に
、
子
育
て
支
援
に
関
わ
る
地
域
の
人
材
の
積
極
的
 
 
 

な
活
用
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
 
 
 

団
 
地
域
の
要
保
護
児
童
へ
の
対
応
な
ど
、
地
域
の
子
 
 
 

ど
も
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
対
し
、
要
保
護
児
童
対
策
 
 
 

地
域
協
議
会
な
ど
関
係
機
関
等
と
連
携
、
協
力
し
て
 
 
 

取
り
組
む
よ
う
努
め
る
こ
と
。
 
 

第
七
‡
 
職
員
の
資
質
向
上
 
 
 

策
一
章
（
総
則
）
か
ら
前
章
（
保
護
者
に
対
す
る
支
援
）
 
 

ま
で
に
示
さ
れ
た
事
項
を
踏
ま
え
、
保
育
所
は
、
質
の
高
 
 

い
保
育
を
展
開
す
る
た
め
、
絶
え
ず
、
一
人
一
人
の
職
員
 
 

に
つ
い
て
の
資
質
向
上
及
び
職
員
全
体
の
専
門
性
の
向
上
 
 

を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

1
 
職
員
の
資
質
向
上
に
関
す
る
基
本
的
事
項
 
 
 

職
員
の
資
質
向
上
に
関
し
て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
 
 
 

し
て
取
り
組
む
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

H
 
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
考
慮
し
、
人
権
に
配
慮
 
 
 

し
た
保
育
を
行
う
た
め
に
は
、
職
員
一
人
一
人
の
倫
 
 
 

理
観
、
人
間
性
並
び
に
保
育
所
職
員
と
し
て
の
職
務
 
 
 

及
び
責
任
の
理
解
と
自
覚
が
基
盤
と
な
る
こ
と
。
 
 
 

出
 
保
育
所
全
体
の
保
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
 
 
 

職
員
一
人
一
人
が
、
保
育
実
践
や
研
修
な
ど
を
通
じ
 
 

て
保
育
の
専
門
性
な
ど
を
高
め
る
と
と
も
に
、
保
育
 
 
 

実
践
や
保
育
の
内
容
に
関
す
る
職
員
の
共
通
理
解
を
 
 

図
り
、
協
働
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
。
 
 
 

出
 
職
員
同
士
の
信
頼
関
係
と
と
も
に
、
職
員
と
子
ど
 
 

も
及
び
職
員
と
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
形
成
し
て
 
 

さ
ん
 
 

い
く
中
で
、
常
に
自
己
研
債
に
努
め
、
喜
び
や
意
欲
 
 

を
持
っ
て
保
育
に
当
た
る
こ
と
。
 
 
 

施
設
長
の
責
務
 
 
 

施
設
長
は
、
保
育
の
質
及
び
職
員
の
資
質
の
向
上
の
 
 

た
め
、
次
の
事
項
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
環
 
 

境
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

H
 
施
設
長
は
、
保
育
所
の
役
割
や
社
会
的
責
任
を
遂
 
 
 

行
す
る
た
め
に
、
法
令
等
を
遵
守
し
、
保
育
所
を
取
 
 
 

り
巻
く
社
会
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、
そ
の
専
門
性
等
 
 
 

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。
 
 

出
 
第
四
章
（
保
育
の
計
画
及
び
評
価
）
の
2
の
H
（
保
 
 
 

育
士
等
の
自
己
評
価
）
及
び
出
（
保
育
所
の
自
己
評
 
 
 

価
）
等
を
踏
ま
え
、
職
員
が
保
育
所
の
課
題
に
つ
い
 
 
 

て
共
通
理
解
を
深
め
、
協
力
し
て
改
善
に
努
め
る
こ
 
 
 

と
が
で
き
る
体
制
を
作
る
こ
と
。
 
 

団
 
職
員
及
び
保
育
所
の
課
題
を
踏
ま
え
た
保
育
所
内
 
 
 

外
の
研
修
を
体
系
的
、
計
画
的
に
実
施
す
る
と
と
も
 
 

き
ん
 
 
 

に
、
職
員
の
自
己
研
揖
に
対
す
る
援
助
や
助
言
に
努
 
 
 

め
る
こ
と
。
 
 
 

職
員
の
研
修
等
 
 

H
 
職
員
は
、
子
ど
も
の
保
育
及
び
保
護
者
に
対
す
る
 
 
 

保
育
に
関
す
る
指
導
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
 
 
 

自
己
評
価
に
基
づ
く
課
題
等
を
踏
ま
え
、
保
育
所
内
 
 
 

外
の
研
修
等
を
通
じ
て
、
必
要
な
知
識
及
び
技
術
の
 
 
 

修
得
、
維
持
及
び
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

出
 
職
員
一
人
一
人
が
課
題
を
持
っ
て
主
体
的
に
学
ぶ
 
 
 

と
と
も
に
、
他
の
職
員
や
地
域
の
関
係
機
関
な
ど
、
 
 
 

様
々
な
人
や
場
と
の
関
わ
り
の
中
で
共
に
学
び
合
う
 
 
 

環
境
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
保
育
所
の
活
 
 
 

性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
 
 
 




